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表紙写真 12月11日、第5回佐多岬マラソンが開催されました。県内外から、 

250人の参加があり、過酷な難コースを走破しました。 
結果等は3ページに掲載してあります。 
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新年のごあいさつ 

まちの話題 

「行政アラカルト」 

税務課から申告日程について 

町の動き／Information
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輝
か
し
い
平
成
十
八
年
の
初
頭
は
、
南
大
隅
町

誕
生
の
繁
栄
を
共
に
祝
う
年
明
け
で
、
心
機
一
転

な
ご
や
か
で
、
安
全
、
安
住
で
無
事
故
、
無
災
害

を
祈
願
し
、
明
る
く
豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
夢
に

挑
戦
し
な
が
ら
、
新
し
い
町
お
こ
し
に
精
進
し
町

民
憲
章
の
新
年
を
迎
え
衷
心
よ
り
隆
昌
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
私
達
は
新
し
い
歴
史
を
力
強
く
踏
み
出
し
ま
し

た
。
地
域
の
組
織
、
団
体
も
融
和
と
知
恵
と
工
夫

の
も
と
「
改
革
な
く
し
て
繁
栄
な
し
」
近
代
的
中

央
の
理
念
理
想
ど
お
り
、
内
憂
外
患
の
暗
雲
模
策

の
中
、
財
政
は
正
に
貧
し
て
ド
ン
し
、
七
七
〇
兆

円
の
負
債
が
国
民
一
人
当
た
り
六
〇
九
万
円
、
や

が
て
一
〇
〇
〇
兆
円
を
超
え
る
こ
と
も
避
け
ら
れ

な
い
情
勢
を
報
じ
ら
れ
巨
額
の
借
金
処
理
の
道
程

は
、
交
付
税
・
補
助
金
の
兵
糧
攻
め
と
な
り
、
金

縛
り
、
人
べ
ら
し
の
策
で
徹
底
し
た
歳
費
・
公
費

の
見
直
し
が
強
行
さ
れ
、「
国
も
変
る
、
地
方
も
変

る
」
変
革
の
時
代
の
中
、「
都
市
は
豊
か
に
な
り
、

農
業
農
村
は
取
り
残
さ
れ
る
」
気
配
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
公
費
負
担
の
削
減
は
社
会
保
障
費
は
も
と

よ
り
、
医
療
、
介
護
、
年
金
に
続
き
自
己
負
担
の

増
加
が
具
体
的
に
施
行
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 

　
さ
て
、
私
達
の
昨
年
は
、
稀
に
な
い
繁
多
の
一

年
で
し
た
。
予
測
の
極
限
に
理
解
を
求
め
、
合

併
、
閉
町
、
選
挙
、
開
町
、
そ
し
て
新
町
と
し
て

脱
皮
し
、
め
で
た
く
誕
生
記
念
式
、
喜
び
に
垣
間

見
る
台
風
十
四
号
雨
の
被
害
を
被
り
、
よ
う
や
く

復
旧
の
見
通
し
と
な
り
百
余
件
に
及
ぶ
農
林
道
、

耕
地
、
崖
崩
れ
、
家
屋
被
害
に
衷
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

　
尚
、
三
年
余
に
わ
た
り
運
航
中
止
の
山
川
‐
根

占
フ
ェ
リ
ー
が
再
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
六
か
月

間
の
期
限
付
き
で
自
治
体
と
い
わ
さ
き
コ
ー
ポ
の

経
営
課
題
と
な
り
ま
し
た
。 

　
人
の
交
流
は
も
と
よ
り
物
流
に
よ
る
薩
摩
‐
大

隅
の
海
の
生
活
路
と
し
て
、
赤
字
航
路
と
し
て
の

鹿
児
島
湾
グ
ル
リ
廻
る
活
性
化
に
欠
か
せ
ぬ
巡
環

路
で
も
あ
り
「
守
成
は
創
業
よ
り
異
難
し
」
で
関

係
機
関
へ
の
合
掌
と
理
解
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

　
と
き
に
合
併
の
戦
略
は
幾
多
の
難
問
難
題
と
に

開
拓
挑
戦
が
必
掟
と
さ
れ
る
も
最
大
の
内
政
的
感

傷
は
習
慣
、
風
習
、
民
俗
の
温
度
差
で
も
あ
り
、

懸
念
さ
れ
る
最
大
の
観
察
が
、
南
大
隅
町
は
十
三

校
区
に
分
割
さ
れ
各
々
小
学
校
単
位
と
し
産
業
、

経
済
、
教
育
、
文
化
が
微
妙
に
違
い
個
性
の
豊
か

さ
や
伝
統
文
化
が
伝
承
さ
れ
、
そ
の
資
源
宝
物
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。 

　
而
し
、
そ
の
前
に
学
校
の
存
続
は
も
と
よ
り
五

校
の
小
学
校
に
新
入
生
零
と
い
う
事
態
が
発
生
し

入
学
式
が
消
え
る
悲
し
い
少
子
化
こ
そ
校
区
沈
下

が
起
こ
る
き
ざ
し
で
す
。 

　
こ
の
危
機
意
識
と
危
機
管
理
が
南
大
隅
町
に
尤

も
心
配
さ
れ
る
問
題
で
す
。
町
内
新
入
学
児
童
数

僅
か
六
〇
人
弱
と
い
う
現
実
で
す
。
私
達
は
校
区

こ
そ
自
治
体
の
出
前
先
端
行
政
で
す
。
校
区
公
民

館
の
名
称
通
り
、
高
齢
者
の
奮
起
を
促
し
、
老
い

て
も
尚
強
く
道
を
忘
れ
ず
、
長
寿
健
康
の
街
づ
く

り
に
九
州
本
島
最
南
端
の
自
然
資
源
の
魅
力
あ
る

宇
宙
を
一
層
の
智
恵
と
工
夫
と
努
力
で
再
建
し
ま
し

ょ
う
。 

南
大
隅
町
長
　
税

所

篤

朗 
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過
酷
な
コ
ー
ス
に
、 

　
　
　
二
五
〇
人
が
挑
戦 

　
十
二
月
十
一
日
、南
国
佐
多
を
舞
台
に
、

第
五
回
佐
多
岬
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
三
キ
ロ
、
五
キ
ロ
、
ハ
ー
フ
の
各
部

門
を
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
人
の
参
加
が
あ

り
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
き
つ
い
難
コ
ー
ス

に
挑
み
ま
し
た
。
レ
ー
ス
の
結
果
は
次
の

通
り
で
す
。 

■
 
ハ
ー
フ
の
部
 

　
男
子
１
位
 

　
　
　
上
釜
健
一
　
　
１
時
間
25
分
46
秒
 

　
女
子
１
位
 

　
　
　
本
村
友
美
　
　
１
時
間
35
分
44
秒
 

■
 
5
キ
ロ
の
部
 

　
男
子
１
位
 

　
　
　
前
田
一
樹
　
　
17
分
１
秒
 

　
女
子
１
位
 

　
　
　
平
山
ひ
か
る
　
19
分
49
秒
 

■
 
3
キ
ロ
の
部
 

　
男
子
１
位
 

　
　
　
原
田
拓
朗
　
　
11
分
15
秒
 

　
女
子
１
位
 

　
　
　
平
山
さ
お
り
　
11
分
59
秒
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　南大隅町川南出身のプロ
ゴルファー堀之内豊さん
は、昨年のチャレンジクラ
スからプロツアー22試合に
出場し、北海道の大会で4位
タイ、また、岐阜オープンで
は優勝を飾るなど熾烈な戦
いの結果2006年のシード権
を獲得しました。このシー
ド権獲得で名実ともにプロ
ゴルファーとしての地位を
確立しました。堀之内プロ
の今後の活躍が期待される
ところです。 

　このたび、佐多伊座
敷在住の榎木哲郎さ
んが、長年旧佐多町選
挙管理委員会委員、委
員長としてのご尽力
により、総務大臣表彰
の受賞となりました。
榎木さんは、昭和45年
から現在も南大隅町
の選挙管理委員会委
員として、地方自治の
一端を担う選挙制度
に携わり、ご尽力され
ています。受賞おめで
とうございます。 

　このたび、町内川
北今市在住の溝田郁
夫さんから、南大隅
町へ写真の寄贈があ
りました。 
　寄贈されたのは昭
和30年代からのもの
で、近日、旧根占中
のサロン館懐古写真
館へ展示される予定
です。貴重な写真の
ご提供ありがとうご
ざいました。 

　12月24日、少林寺流錬心館南大隅

支部の稽古納めが行われました。 

　稽古では、南谷宣斉支部長以下約

50人の道場生が気合のこもった稽

古を行い、稽古終了後は、道場生皆

で拳による餅つきがありました。 

　餅をつく時にそれぞれの来年へ

の抱負を述べ、1年の稽古を締めく

くりました。 

　12月24日、南大隅町青年団員がサンタに扮

し、町内の家庭を親にかわってプレゼンター代

行として、訪問しました。団員は、子ども達の喜

ぶ姿を期待し、「お父さん・お母さんの言うこと

をちゃんと聞くんだよ。来年もいい子にしてい

たら来るからね」と声をかけ、子ども達からは、

「サンタさんへ」と手紙をもらいました。　一昨

年から実施されている、この企画に、親からは

今後も地域発展のために頑張って欲しいとの

言葉をいただきました。 

サンタが南大隅に 
　　　　　やって来た 

堀之内プロ、シード権獲得 

所蔵の写真を寄贈 長年のご尽力 

拳に気合こめて、稽古納め 
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史跡を訪ねて 
～南のひかり～ 

学校用品の 
贈答 

特
攻
記
念
碑
建
立
 

スポーツ少年団佐多大会開催！ 弓
道
県
大
会
個
人
優
勝
　
射
た
り
 

　このたび、社団法人

鹿屋肝属法人会のチャ

リティゴルフ大会で得

た募金を、管内の小学

生に税制度の理解に役

立てもらおうと町内各

学校の4年生以上を対象にノートが贈られるこ

ととなりました。12月20日に森田俊彦根占支部

長らが教育委員会を訪問し、教育長へ贈答品が

手渡され、その後、各学校の子ども達へ届けられ

ました。 

　12月8日、ネッピー館に建立された、「陸軍

海上艇進特攻基地記念碑」の除幕式が執り

行われ、地元出身で元陸軍船舶特別幹部候

補生二期生であった北薗文夫さんら多数の

関係者が参列しました。 

　奇しくもこの日は、開戦から64年目にあ

たり、参列した皆さんも感慨もひとしお、哀

悼の誠を捧げました。 

　先月に行われた、2005年度鹿児島県高校

弓道選手権において、南大隅高校の福崎小

百合さんが、見事個人優勝の栄冠に輝きま

した。福崎さんは弓道を始めて8ヶ月です

が、12射中11中と日頃の練習の成果を発揮

されました。初の全国大会への出場が決ま

り、今後ますます活躍に期待が持てます。 

　平成17年12月4日・

18日に肝属地区スポ

ーツ少年団佐多大会

が開催されました。 

　大会成績は次のと

おりです。 

　縁起をかつぎ、懐古一番神社から入門する、当地方

は神社仏閣が多く創設され、神教、仏教の象徴である

佐多は、郷社１、村社４、無格社13は、祢寝氏の繁栄

振りであろう。 

　初代平清重公が大隅国祢寝南俣院に13世紀地頭職に

補され郡部落に上陸し、高木城に居城。近津宮神社は

郡小の前に鎮座、底津少童命外2柱を祭神とし、古代郷

社御崎神社を移譲したものと考えられ2月19日、7浦を

経て仮宿され、田植え祭りが終わり還座される習わし

が由来されている。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　税所篤朗 

新春 近津宮神社（佐多郡） 

■バレーボール 
　優　勝 
　　上小原バレー 
　準優勝 
　　神山バレー 
　第３位 
　　佐多バレー 
　　西原台バレー 

■サッカー 
　優　勝　 
　　鹿屋ＦＣ 
　準優勝 
　　佐多サッカー 
　第３位　 
　　高山サッカー 
　　串良サッカー 

■ソフトボール 
　優　勝 
　　西原ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
　準優勝 
　　佐多ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
　第３位 
　　東原ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
　　細山田ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
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行
政
ア
ラ
カ
ル
ト 

アラカルト …… フルコースや会席料理と違い、メニューの中から好みのものを 

　　　　　　　  選んで注文すること。一品料理。 

第
９
回
テ
ー
マ
 

〝
南
大
隅
町
台
地
農
業
の
 

　
　
　
　
　
　
　
確
立
と
展
望
〞
 

　
今
回
は
、
水
を
活
か
し
た
台
地
営
農
確

立
を
テ
ー
マ
に
農
業
委
員
で
も
あ
り
根
占

横
別
府
で
自
然
薯
栽
培
等
複
合
農
業
経
営

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
大
野
義
久
さ
ん

と
長
年
農
協
で
各
地
の
営
農
指
導
や
技
術

向
上
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
は
佐
多
で
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
や
バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
等
の
農
業

を
営
ん
で
お
ら
れ
る
田
中
辰
郎
さ
ん
に
ご

対
談
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

町
長
　
今
回
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
台
地
農
業
が
テ

ー
マ
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
水
を
使
っ

た
営
農
に
取
り
組
ん
で
い
き
、
台
風
や
イ

ノ
シ
シ
や
サ
ル
の
克
服
な
ど
こ
れ
か
ら
の

道
筋
を
見
据
え
、
な
ん
と
い
っ
て
も
農
業

で
町
の
体
力
を
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

大
野
　
わ
た
し
も
自
然
薯
や
甘
し
ょ
な

ど
の
複
合
経
営
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
法

人
化
を
見
据
え
た
経
営
に
も
着
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
甘
し
ょ
栽
培

な
ど
も
機
械
化
を
伴
い
、
こ
の
焼
酎
ブ
ー

ム
を
契
機
に
更
な
る
展
開
が
生
ま
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。 

田
中
　
私
は
、
二
十
三
年
間
農
協
に
在

職
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
農
業
形
態

を
考
え
る
と
「
経
営
規
模
の
二
極
化
」
と

い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
高
齢
の
方
々
な
ど
が
主
体
の
小
規
模

な
営
農
形
態
。
も
う
一
つ
は
、
野
菜
で
あ

れ
ば
根
菜
な
ど
を
栽
培
す
る
大
規
模
な
営

農
形
態
で
す
。
こ
の
南
大
隅
の
き
れ
い
な

土
壌
を
活
か
し
た
農
業
が
鍵
を
握
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。 

大野　義久さん 

　Ｓ26.６.16生まれ 

　現在、根占横別府に 

　家族5人暮らし 

趣味…… 

　　　登山 

好きな言葉…… 

　　　有言実行 

水
を
活
か
し
た
台
地
農
業
を
模
索

水
を
活
か
し
た
台
地
農
業
を
模
索 

水
を
活
か
し
た
台
地
農
業
を
模
索 
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町
長
　
お
二
人
が
い
わ
れ
る
と
お
り
、

八
桁
農
家
を
三
〇
〇
戸
育
成
す
る
こ
と
に

指
標
を
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
し
、
ま
た
、
台
風
の
通
り
道
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
ま
す
と
、
や
は
り
土

の
中
に
で
き
る
作
物
が
被
害
を
受
け
に
く

く
有
効
で
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

大
野
　
散
水
施
設
を
使
用
し
た
水
の
活

か
し
方
で
は
、
中
山
間
の
耕
地
に
合
う
自

然
薯
、
ま
た
、
冬
に
重
点
を
お
け
ば
レ
タ

ス
、
甘
し
ょ
と
組
み
合
わ
せ
て
い
け
ば
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

町
長
　
そ
う
で
す
ね
、
か
ん
ら
ん
等
の

冬
野
菜
の
栽
培
も
経
営
感
覚
の
醸
成
に
一

役
買
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

田
中
　
野
菜
を
同
じ
圃
場
に
何
年
も
栽

培
す
る
と
土
壌
の
荒
廃
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
作
付
体
型
の
中
で
ソ
ル
ゴ
ウ
等
の

緑
肥
作
物
を
導
入
し
、
す
き
込
み
や
、
畜

産
農
家
と
連
携
し
て
の
飼
料
化
、
そ
し
て

た
い
肥
化
し
て
土
に
還
元
す
る
な
ど
循
環

型
の
農
業
の
模
索
や
定
期
的
な
土
壌
分
析

を
行
う
こ
と
も
肝
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

大
野
　
今
後
の
南
大
隅
町
の
農
業
に
大

き
く
寄
与
す
る
新
規
就
農
に
つ
い
て
で
す

が
、
や
は
り
、
失
敗
に
対
し
て
の
不
安
を

軽
減
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
就
農
者
を
育

成
で
き
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。 

田
中
　
私
も
、
生
産
者
は
常
に
、
販
売

面
と
生
産
面
の
不
安
を
抱
え
て
お
り
、
多

額
の
経
費
を
投
資
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る

傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
特
に
Ｉ

タ
ー
ン
な
ど
の
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
の

総
合
的
な
窓
口
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。 

町
長
　
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
ま
ず
、

土
地
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
農

業
は
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
ま
す
の
で
、
行
政

と
法
律
で
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。 

大
野
　
土
地
問
題
で
言
え
ば
中
山
間
地

は
特
に
荒
れ
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
二
〇

〇
七
年
か
ら
の
新
法
律
に
対
応
し
た
営
農

形
態
を
視
野
に
い
れ
、
い
ち
早
く
情
報
を

知
る
体
制
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。 

田
中
　
農
地
の
集
積
は
難
し
い
で
し
ょ

う
が
、
新
規
を
含
め
た
就
農
環
境
の
要
因

と
し
て
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
主
と
な
る
作
物
を
絞
っ
て
い
く

こ
と
も
大
事
で
あ
り
ま
す
し
、
行
政
か
ら
も

農
家
や
就
農
者
に
も
っ
と
ア
ド
バ
イ
ス
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

町
長
　
ゆ
く
ゆ
く
は
認
定
農
業
者
を
専

門
家
と
し
て
、
就
農
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
技
術
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
け
る
体
制

を
確
立
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
し
、

巨
費
を
投
じ
た
南
部
開
発
の
今
後
の
更
な

る
事
業
展
開
も
町
の
農
業
政
策
に
大
き
く

関
連
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
今
回
の
対
談
の
中
で
、
台
地
農
業
へ
の

道
筋
の
一
端
を
模
索
で
き
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
お
二
人
に
は
今
後
更
な
る
南
大
隅

町
の
農
業
発
展
の
た
め
の
ご
尽
力
と
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。 

 

田中　辰郎さん 

　Ｓ31.４.２生まれ 

　現在、根占町山本に 

　家族４人暮らし 

趣味…… 

　　　磯釣り、写真、 

　　　料理 

ソルゴウ …… 牧草の一種 

ほ 
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遠きに在りて… 遠きに在りて… ペンリレー第　回 

会　　　長　松 下 清 志 

広報委員長　松 下 昌 平 

交流委員長　中 野 一 兔 

事 務 局 長　上坂元　 誠 

〒890－0003　　　　　　 
鹿児島市伊敷町2723－8 
電話　099－220－8957

◎事務局 こころのふるさと　がんばれ こころのふるさと　がんばれ 

佐多郷友会 佐多郷友会 

大久保　三　広さん　（大泊出身） 

第1回 南大隅町駅伝大会について 

　
佐
多
郷
友
会
の
皆
様
、年
一
回
の
お
で
ば
い
会
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
タ

イ
セ
イ
ア
ネ
ッ
ク
ス
の
大
久
保
三
広
で
す
。私
は
昭
和
四
十
六
年
に
大
泊
中
学
校

を
卒
業
し
、今
現
在
は
霧
島
市（
旧
国
分
市
）に
家
庭（
親
子
四
人
）を
持
ち
住
ん
で

い
ま
す
。生
ま
れ
て
か
ら
四
十
六
年
ま
で
の
当
時
を
思
い
返
し
て
み
る
と
小
学
校

は
約
三
〇
〇
名
、中
学
校
は
一
五
〇
名
近
い
学
童
が
い
て
そ
れ
も
殆
ど
同
じ
顔
ぶ

れ
で
ま
た
同
じ
苗
字
が
多
く
皆
、
下
の
名
前
で
呼
び
あ
う
も
の
で
し
た
。
小
学
校

で
も
、
昼
休
み
時
間
・
放
課
後
等
は
運
動
場
狭
し
と
言
っ
た
状
態
で
遊
ん
だ
事
が

今
走
馬
灯
の
如
く
思
い
出
さ
れ
、
ま
た
大
泊
海
岸
近
く
に
は
沢
山
の
松
林
が
茂

り
、真
っ
白
い
砂
浜
が
広
が
り
、田
畑
で
は
牛
・
馬
を
使
っ
て
の
農
作
業
を
し
て
い

る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
月
・
二
月
は
、
雑
魚
（
き
び
な
ご
）・
つ
わ
採
り
に
行

き
、
初
夏
に
な
れ
ば
田
植
え
、
夏
に
な
れ
ば
貝
採
り
、
秋
は
稲
刈
り
、
今
の
時
期
は

唐
い
も
掘
り
と
家
の
手
伝
い
は
当
た
り
前
の
事
で
し
た
。鹿
児
島
の
高
校
に
進
ん

だ
関
係
で
大
泊
の
生
活
は
十
五
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
日
常
生
活
、学
校
生
活
共

に
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
、
ま
た
地
域
の
方
々
は
温
か
い
人
が
多
く
、
今
の
自

分
を
視
た
時
こ
の
よ
う
な
温
か
い
人
た
ち
に
囲
ま
れ
、
人
間
形
成
・
成
長
が
出
来

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
仕
事
・
生
活
に
追
わ
れ
今
で
は

特
別
な
用
事
が
無
い
限
り
大
泊
に
も
帰
省
で
き
ま
せ
ん
が
、
帰
っ
た
ら
、
地
域
の

方
が
「
元
気
に
し
ち
ょ
っ
た
か
」
と
か
「
気
張
っ
て
働
け
よ
」
等
の
声
を
掛
け
て
く

れ
ま
す
。
当
時
の
大
泊
小
学
校
の
校
舎
は
無
く
な
り
、
大
泊
中
学
校
も
数
年
後
は

第
一
佐
多
中
と
な
り
、石
碑
は
残
り
ま
し
た
が
当
時
の
に
ぎ
や
か
さ
を
知
る
者
に

と
っ
て
は
さ
び
し
い
限
り
で
す
。郷
友
会
に
入
会
し
て
久
し
ぶ
り
に
中
学
の
同
級

生
と
会
う
こ
と
が
出
来
佐
多
出
身
の
方
が
力
を
合
わ
せ
て
も
っ
と
交
流
を
密
に

し
、こ
の
会
が
発
展
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。佐
多
町
も
市
町
村
合
併
で
、

町
と
し
て
の
名
は
消
え
ま
し
た
が
、故
郷
佐
多
町
は
皆
様
の
心
の
中
で
い
つ
ま
で

も
残
っ
て
い
る
筈
で
す
。
少
子
化
・
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
難
し
い
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
、佐
多
校
区
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
感
謝
す
る
と
共
に
応
援

の
エ
ー
ル
を
送
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。私
の
実
家
も
九
十
三
才
の
母
親
と
姉

夫
婦
が
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。最
後
に
会
員
の
皆
様
及
び
御
家
族
の
方
々
の
御

健
勝
と
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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私
の
故
郷
　
佐
多
町
大
泊
へ
の
思
い

　新町誕生を祝い、新春の南大隅路を駈ける第１回南大隅町駅伝

大会が1月22日（日）佐多伊座敷～南大隅町民運動場間13区間

19.2kmで開催されます。 

　大会は各地区別対抗戦（下記）でチームは小学生から一般（40才

以上）までの１チーム13人で構成されます。当日は役員として町体

育協会や体育指導委員・警察署・交通安全協会など関係機関のご協

力のもとで大会が開催されますので町民の皆さん多数のご声援を

お願いいたします。 

　なお、当日は車で移動しながらの応援は警察署から固く禁じら

れておりますので、事故防止のために是非ご協力ください。 

◆佐多伊座敷（スタート10：30）→ 

◆伊座敷洞門出口（第１中継所10：34）→ 

◆浮津（第２中継所10：42）→ 

◆片野坂（第３中継所10：45）→ 

◆大川今嶽神社（第４中継所10：48）→ 

◆石走（第５中継所10：55）→ 

◆苙（第６中継所11：04）→ 

◆立神公園（第７中継所11：08）→ 

◆原（第８中継所11：14）→ 

◆ゴールドビーチ大浜（第９中継所11：18）→ 

◆丸峯（第10中継所11：22）→ 

◆馬場川（第11中継所11：28）→ 

◆溝口（第12中継所11：32）→ 

◆町民運動場（ゴール11：35） 

■コースの概要及び通過予定時刻 

第1回 南大隅町駅伝大会について 

※  根占中学校下信号先の馬場川から 
　  塩入方面へコースが変わります。 

■期日　平成18年1月22日（日） 

　　　　　午前10時30分スタート 

■色分け（ゼッケンの色） 

■ 大中尾・辺塚　黄１　　■ 佐多　　　　茶２ 

■ 宮田・登尾　　青３　　■ 島泊・大泊　赤４ 

■ 川南　　　　　紫５　　■ 竹之浦・郡　緑６ 

□ 川北　　　　　白７　　■ 城内・滑川　桃８ 
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次世代支援 
Pick Up

次世代支援 
平
成
十
八
年
度
保
育
所
の 

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て 

シ
リ
ー
ズ 

9

Ｓｕｐｐｏｒｔ 
　Ｎew　Ｇeneration

◎連絡先 

　南大隅町役場本庁 
　　福祉課 
　　　　２４－３１１１ 

　南大隅町役場佐多支所 
　　町民福祉課 
　　　　２６－０５１１ 

■

申
込
期
限
　 

　
平
成
18
年
１
月
16
日（
月
）〜 

　
平
成
18
年
１
月
31
日（
火
） 

■

申
込
書
受
付
場
所 

　
入
所
希
望
保
育
所
及
び 

　
南
大
隅
町
役
場
本
庁
福
祉
課
・ 

　
支
所
町
民
福
祉
課 

■

提
出
書
類 

　
　
保
育
所
入
所
申
込
書 

　
　
保
育
所
措
置
調
査
票 

　
　
税
資
料 

■

町
内
保
育
所 

　
・
根

占

保

育

園 

　
・
つ
じ
み
保
育
園 

　
・
は
ま
ゆ
う
保
育
園 

 

　
保
育
料
認
定
の
た
め
、
父
母
両
方
の
税

資
料
が
必
要
で
す
。（
父
母
の
収
入
が
な
い

場
合
は
同
居
世
帯
の
税
資
料
も
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。） 

　
下
の
図
を
参
考
に
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

給与所得者（会社員・公務員の方） 

所得税がある世帯 

源泉徴収票のみ 

所得税がある世帯 

確定申告書のみ 

自営業、農業、保険外交員等 

平成17年度確定申告書写し 平成17年分源泉徴収票 

平成17年度（16年分）課税証明書 

南大隅町役場本庁税務課 
佐多支所税務課で交付 

「注意事項」 
○　給与所得者であっても２ヶ所以上から給与を受けていたり、年の途中で就職や退職され

たため確定申告をされた方、あるいは医療費控除等の還付申告をされた方は、源泉徴収票

ではなく確定申告の控えを提出してください。 

○　税資料提出後に、修正申告等や婚姻、離婚等により課税状況が変更になった場合には、

再度提出をお願いします。 

（4）その他必要な書類 

※　申告日時の関係により申込期限内に税資料を提出出来ない方は 

　上記（1）、（2）、（4）の提出のみで構いませんが、３月15日（水）までに 

　は税資料も提出してください。 

所得税が 
ない世帯 

居宅外労働 

居宅内労働（内職等） 

母親の出産 

病人の看護等 

保護者の病気等 

 

勤務証明書（農業従事等も含む） 

内職証明書 

母子手帳（出産予定日が記載されている部分の写し） 

医師の診断書等 

医師の診断書等 

提 出 書 類  項 目  

（1） （2） （3） 

24
　
２
１
３
１ 

24
　
３
７
６
５ 

26
　
０
１
３
４ 
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【問合わせ先】　　南大隅町役場　本庁保健課　国民健康保険係　　　　24-3111 （内線132）　 

　　　　　　　　　　　　　　　支所保健課　国民健康保険係　　　　26-0511 （内線 31）　 
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国保からのお知らせ国保からのお知らせ国保からのお知らせ
国保（国民健康保険）のこと、ごぞんじですか？ 
　国保（国民健康保険）は病気やケガに備えて、加入者が
所得に応じて保険税を出し合い、そこから医療費を支出
しようという助け合いの制度です。国保の加入・脱退に
ついては、保健課国保係への届出が必要です。 
（届出は14日以内に） 

※１月に予定しておりましたうからご膳を２月に延期します。２月のうからご膳については、 

　次号の広報にてお知らせします。 

◎ 佐多地区の懐古写真を募集します。 
　　佐多地区における懐かしい風景の写真・昔の町の様子がわかる写真等をお貸し下さい。
　佐多高齢者温泉センターへ展示いたします。詳細は国保係に問い合わせください。 

◎ 高齢受給者証について 
　　70歳の誕生日の翌月（１日が誕生日の人はその月）から高齢受給者となり、医療費の自己
　負担は１割（または２割）となります。医療機関の窓口で「保険証」と「高齢受給者証」
　を提示する必要があります。 

※上記以外のものが必要になる場合もあります。 

【国保の届出】 
こんなとき  届出に必要なもの  

他の市町村から転入してきたとき 

他の健康保険をやめたとき 

他の健康保険の被扶養者からはずれたとき 

子どもが生まれたとき 

生活保護をうけなくなったとき 

外国籍の人が加入するとき 

他の市町村に転出するとき 

他の健康保険に加入した場合 

他の健康保険の被扶養者になったとき  

国保の被保険者が死亡したとき 

生活保護を受けるようになったとき 

外国籍の人が脱退するとき 

退職者医療制度の対象となったとき 

退職者医療制度に該当しなくなったとき 

同じ市町村内で住所が変わったとき 

世帯主や氏名が変わったとき  

世帯が分かれたり、いっしょになったりしたとき  

出稼ぎや長期の旅行で別個の保険証が必要なとき  

修学のため、別に住所を定めるとき 

保険証をなくしたとき 
（あるいは汚れて使えなくなったとき） 

転出証明書・印かん 

健康保険の離脱証明書・印かん 

被扶養者でない理由の証明書・印かん 

出生証明書・母子手帳・保険証・印かん 

保護廃止決定通知書・印かん 

外国人登録証明書 

保険証・印かん 

 

 

死亡を証明するもの・保険証・印かん 

保護開始決定通知書・保険証・印かん 

外国人登録証明書・保険証・印かん 

年金証書・保険証・印かん 

保険証・印かん 

 

 
保険証・印かん 

 

在学証明書・保険証・印かん 

身分を証明するもの 
（汚れて使えなくなった保険証）・印かん 

国保と健康保険の両方の保険証（後者が未交付 
の場合は加入したことを証明するもの）・印かん 

国
保
を
脱
退
す
る
と
き 

そ
　
の
　
他 

国
保
に
加
入
す
る
と
き 
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保健センター便り 
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肝臓とお酒

肝臓をいたわる生活習慣７か条

 こんな症状があったら早めに受診を

　肝臓といえばお酒との関係が気になるところ。忘年会

や新年会でお酒を飲む機会が増えたのではないでしょうか。 

　肝臓はたんぱく質の合成、糖質や脂肪の貯蔵、有害物

質に解毒を行うなど大切な臓器です。黙々とその役割を

果たしていますが、自分の適量の飲酒を超えた大量のお

酒を毎日分解することになってしまったら、飲んだ量に

比例して明らかに悪くなってきます。適量であれば、食

欲増進やリラックスするなどといった効果も期待できます。しかし、のみ過ぎは様々な生活習

慣病の発症につながり、アルコール依存症など多くの社会問題を引き起こす要因になります。

飲酒習慣では適量を守ることが基本です。また、休肝日を週2日もつとよいでしょう。 

①　良質のたんぱく質（卵・牛乳・大豆製品など）をとりましょう。 

②　米・パン・めん類などの糖質は、肝臓の疲労を防ぐエネルギー源です。 

③　脂肪の多い食品は控えめに。 

④　刺激物、香辛料はほどほどに。 

⑤　肝機能の回復を早めるビタミンやミネラルをとりましょう。 

⑥　適度な運動と十分な睡眠を。できれば２０～３０分はごろ寝で安静に。 

⑦　お酒は控えめに。過労やストレスは早めに解消しましょう。 

■ ビールの場合は中ビン1本 
■ 日本酒の場合は1合 
■ ウイスキーの場合はダブル１杯 
■ ワインの場合はグラス２杯 

①　体がだるく、食欲がない 

②　吐き気がする 

③　酒の量が急に落ちる 

④　手のひらが赤くなる 

⑤　皮膚があれる 

⑥　微熱が続く 

⑦　下痢と便秘を繰り返す 

⑧　手足がむくむ 

⑨　白目の部分や皮膚が黄色になる 

各々についての適量。合計ではありません。

1日の適量の目安
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（佐多地区） 
時　間  対 象 地 区  会 　 場  班 月　日 

２月２１日 

 （火） 

２月２３日 

 （木） 

２月２４日 

 （金） 

２月２７日 

 （月） 

２月２８日 

 （火） 

３月２日 

 （木） 

３月３日 

 （金） 

３月５日 
 （日） 

１
班 

１
班 

１
班 

１
班 

１
班 

１
班 

2
班 

2
班 

2
班 

2
班 
2
班 

2
班 

2
班 

９：３０～１１：３０ 
１３：３０～１４：００ 
１４：２０～１４：４０ 
１５：００～１５：２０ 
９：３０～１１：３０ 
１３：１０～１４：３０ 
１５：００～１６：３０ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１４：３０ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１５：３０ 
９：３０～１０：３０ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１４：３０ 
９：３０～１０：００ 
１０：３０～１１：３０ 
１３：３０～１５：００ 
１５：１５～１６：００ 
９：３０～１０：００ 
１０：２０～１１：２０ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１０：３０ 
１０：５０～１１：２０ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１０：００ 
１０：４０～１１：３０ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１５：００ 
９：００～ ９：３０ 
９：４５～１１：２０ 
１３：３０～１５：００ 
９：００～１４：００ 

浜上・垂水  
片野坂  
浮津  
下岩  
浜下・麓  
住宅  
島泊  
瀬戸山  
馬籠  
上之園  
西方  
尾波瀬  
大泊  
田尻  
外之浦  
菖栄・下別府  
百引・上別府  
打詰  
辺塚東  
中村・中郷  
辺塚西・洞ヶ原  
松山  
東山崎  
間泊  
川田代  
折山  
川北・川南  
岩下  
郡麓・郡上  
坂元・川田原  
浜尻・針山  
竹之浦  
上之原  
上村  
古里  
申告の済んでいない方 
（佐多地区全域） 

浜上健康管理センター 
片野坂コミュニテｨセンター 
浮津地区研修集会施設 
下岩コミュニテｨセンター 
浜下コミュニテｨセンター 
南大隅町佐多公民館 
南大隅町島泊体育館 
瀬戸山多目的集会施設 
馬籠公民館 
上之園公民館 
西方公民館 
尾波瀬コミュニテｨセンター 
大泊公民館 
田尻へき地集会施設 
外之浦コミュニティセンター 
畜産基地管理センター 
百引コミュニテｨセンター 
打詰コミュニテｨセンター 
辺塚中野多目的集会施設 
中郷農民研修センター　 
辺塚西コミュニテｨセンター 
松山公民館 
東山崎集会施設 
間泊コミュニテｨセンター 
川田代集会施設 
折山集会施設 
川北公民館 
岩下公民館 
郡上･麓集会施設 
坂元公民館 
浜尻コミュニテｨセンター 
竹之浦コミュニテｨセンター 
上之原集会施設 
上村公民館 
古里公民館 

佐多支所１階会議室 

◎年金受給者の確定申告説明会について 
　平成16年の所得税法等の改正により、平成17年分から老年者控除の廃止及び公的年金の雑所得の計算方法が変更
され、今まで町県民税の申告だけで済んでいた方が本年度から所得税の申告が必要になる場合や、所得税の還付申
告ができる場合があります。このような確定申告に関する説明会（申告書作成を含む）を次のとおり行います。 

佐多地区 
　　期　日  平成18年２月６日（月） 
　　　　　　　午後１時30分　～　午後３時30分　 
　　場　所  佐多支所３階会議室 

根占地区 
　　期　日  平成18年２月７日（火） 
　　　　　　　午前９時30分　～　午前11時30分 
　　　　　　　午後１時30分　～　午後３時 
　　場　所  中央公民館２階大会議室 

持参するもの 
公的年金の源泉徴収票、給与のある方は給与の源泉徴収票、社会保険料・生命保険料控除証明書等、所得税の還付がある 
場合は振込口座が分かるもの（通帳）、印鑑 

◆問合わせ先 … 南大隅町税務課　本庁　24-3111　　支所　26-0511

◎所得税申告等に関する説明会が次のとおり行われます。 
　贈与税に関する説明会（相続時精算課税制度等の説明会） 

　　◆期　日　平成18年２月６日（月）　　午前９時～午前11時 

　　　　　　　平成18年２月８日（水）　　午後２時～午後４時 

　　　　　　　平成18年２月10日（金）　　午前９時～午前11時　　 

◆場　所    鹿屋合同庁舎（国） 

　　　　４階共用会議室  

　　　 （鹿屋市西原４丁目５番１号） 
（３日間、同一内容の説明となります） 
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（根占地区） 
時　間  対 象 地 区  会 　 場  班 月　日 

 平成18年度町・県民税及び国民健康保険税の申告日程表 

税務課通信  

1.  申告を行わなければならない人 
　　平成１８年１月１日現在、南大隅町に住所を有する１６歳以上（学生を除く）の方です。  ただし、
次の方は申告する必要はありません。 

　　1）給与所得だけの人で、勤務先から給与支払報告書が役場税務課へ提出される方。 

　　2）確定申告書を税務署へ提出される方。  

　　3）生活保護を受けている方。 

2.  申告時持参するもの 
　　印鑑、健康保険証、身体障害者手帳、社会保険料・生命保険・損害保険等の支払証明書、給与支
払等の報告書（源泉徴収票）、年金その他関係資料       ※ 農業所得も収支計算が必要です。 

3.  申告の際には 
　　平成１７年中の収入（売上げ等）と支出（経費等）がわかるよう事前に集計し、農協・市場等の出
荷証明書・精算書及び経費等の領収書等を整理し申告時にお持ち下さい。 

９：３０～１０：３０ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１４：３０ 
１５：００～１６：００ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１４：００ 
１４：３０～１５：３０ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１５：００ 
９：００～１０：００ 
１０：３０～１１：３０ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１４：３０ 
１５：００～１６：００ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１５：００ 
９：３０～１１：００ 
１３：３０～１４：３０ 
１５：００～１６：００ 
９：３０～１０：００ 
１０：３０～１１：００ 
１３：３０～１５：００ 
９：００～１５：００ 

柿迫・大野・長野 
大柄根・滑川・赤瀬川・大中原 
大竹野上・大竹野下・堀口 
大久保・栗之脇 
八重・門木・曲迫・道長野 
松之迫・出口・水枝谷・南川内  
南新町・瀬脇・溝口 
古殿・入ヶ山・貫見・西本 
城内 
花之木・北川内・岩前 
浦・川原 
山本新町・久保下・尾之上・上之河原・中原 
中別府下・名ヶ迫・門原・野ヶ峯 
諏訪上・諏訪下・馬場川・諏訪住宅1号～4号 
宮原・浜馬場・建部団地 
下町・加治町  
今市・町一・町二・蔵団地 
横馬場・針馬場 
栫・南谷・北之口 
丸峯 
舟木 
大浜上・大浜中・大浜下 
苙 
大川 
原 
野尻野 
高田 
下園 
申告の済んでない方 
　　　　　（根占地区全域） 

１
班 

2
班 

１
班 
１
班 

１
班 

2
班 

2
班 

2
班 

１
班 

１
班 

2
班 

２月１３日 

 （月） 

２月１４日 

（火） 

２月１７日 

（金） 

２月２０日 

（月） 

２月２１日 
（火） 

２月２６日 
（日） 

２月１６日 

（木） 

大 野 公 民 館  
林 業 研 修 館  
大 竹 野 上 公 民 館  
栗 之 脇 公 民 館  
門 木 公 民 館  
出 口 公 民 館  
町 民 憩 の 家  
入 ヶ 山 公 民 館  
城 内 公 民 館  
花 之 木 集 会 施 設  
川 原 公 民 館  
山 本 新 町 公 民 館  
中 別 府 下 公 民 館  
老 人 福祉センター  
中央公民館休養室 
下 町 公 民 館  
町 公 民 館  
針 馬 場 公 民 館  
栫 公 民 館  
丸 峯 公 民 館  
舟 木 公 民 館  
大 浜 中 公 民 館  
苙 公 民 館  
大 川 公 民 館  
原 公 民 館  
管 理 セ ン タ ー  
自 治 会 長 宅  
下 園 公 民 館  

中央公民館休養室 

《軽自動車税（原付・農耕用車両等）課税車両等の廃車及び登録手続きについて》 
１） 不要となった原付・農耕用車両等を４月１日現在で所有していると軽自動車税が課税されます。廃車される方は、

今回の申告時にも手続ができますので、廃車する車両の標識（ナンバー）と印鑑を持参下さい。 

２） 農耕用車両等（トラクター等）で、公道を走行するものは標識をつけなければなりません。必ず役場税務課（本庁・支

所どちらでも可）に届けて標識の交付を受けて下さい。（登録時必要なもの：印鑑・車両番号等がわかる書類） 
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在宅当番医

今月の納付今月の納付今月の納付

1/15 

 

1/22 

 

1/29 

 

2/5

藤崎クリニック 

　 

津 崎 医 院  

 

大 根 占 医 院  

 

長 浜 医 院 

22-2238　 

 

24-2153 

 

22-2658 

 

22-0137

まちの人口 

ご誕生おめでとうございます 

おくやみ申し上げます 
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町内公営住宅入居者募集町内公営住宅入居者募集町内公営住宅入居者募集

郡　団　地　　２　戸　 

　　　　　　（1月1日現在） 

…… 申請、問い合わせは …… 

◎南大隅町役場 

 本庁総務課 

　　　　 　24－3111（内線226） 

 支所管理課 

　　　　 　26－0511（内線114） 

暮らしの情報 
1月 

応募締切は、1月20日まで 
抽選日は1月下旬となります。 

ご結婚おめでとうございます 
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【平成18年１月１日現在】 

人　口 

世帯数 

10,358人 
4,798人 

4,728世帯 

5,560人 
男 

女 

（敬称略） 

（敬称略） 

氏　名 父母 出生月日 
自治会 

氏　名 自治会 死亡月日 
 

年
齢 

※　在宅当番医は、変更になる可能性

がありますので、事前に連絡してから、

お越し下さい。 

■ 国民健康保険税 

　　    （根占地区） 
■ 国民健康保険税 

　　    （佐多地区） 

 

 

………　５期 

 

………　８期 
　坂　　遥 

本坊　姫華 

折田　鳳雛 

半田　美怜 

粢田　文太 

山元　斗稀 

町二 

東山崎 

中別府下 

大竹野下 

瀬戸山 

町一 

11月28日 

11月26日 

11月26日 

12月 7日 

12月 9日 

12月16日 

幹生 

真紀子 

俊也 

亜由美 

酉哉 

聡子 

聖宗 

留美 

勇一 

あけみ 

洋平 

こずえ 

石田　喜一 

若松　　繁 

東山　勝二 

原　ハツヱ 

蓬　　和三 

石走　フミ 

田中　キミ 

成尾　數子 

横原大志郎 

東郷　乙菊 

内園知代子 

愛甲　陽子 

　村　正夫 

下岩　ミ子 

丸峯フミ子 

今針山金藏 

成尾　一成 

上坂元シモ 

川田代辰次 

82 

89 

79 

86 

67 

98 

90 

78 

18 

94 

68 

76 

82 

86 

81 

76 

78 

88 

78

尾之上 

苙 

東山崎 

苙 

川田代 

蒼水園 

古殿 

竹之浦 

川南 

横別府 

西本 

真寿園 

蒼水園 

真寿園 

丸峯 

真寿園 

竹之浦 

坂元 

川田代 

12月 1日 

12月 4日 

12月 6日 

12月 6日 

12月10日 

12月11日 

12月11日 

12月11日 

12月13日 

12月16日 

12月16日 

12月20日 

12月20日 

12月24日 

12月25日 

12月27日 

12月29日 

12月30日 

12月30日 

はるか  

ひめか  

たかひな  

みさと  

ぶんた  

と　き  

氏　名 自治会 月日 

（敬称略） 

笹原健太郎 

柿迫奈緒子 

錦江町 

大野 
12月５日 

　町税等〔町民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税〕の納税の方
法として「口座振替」の制度があります。 
　これは、『鹿児島銀行・鹿児島県信用組合・鹿児島きもつき農協・鹿児島
相互信用金庫・郵便局等』の預貯金口座から、振替により自動的に納税す
る制度です。 
　「口座振替」を利用されますと、納期限に遅れることがなく面倒をする
こともないので大変便利です。 
　現在、直接役場や各金融機関等に持参されている方で、「口座振替」希
望の方は、上記の各金融機関・郵便局に備え付けの申込書により手続き
を行ってください。 
　ご不明な点は、南大隅町役場　税務課までお問合せ下さい。 

口座振替納税のお願い 
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します 

募集 

　去る11月16日～24日までの６日間、監査委員に

よる定例監査を行いました。 

　この監査は、平成17年４月から平成17年９月に

おける財務に関する事務の執行及び経営に係る事

業の管理ついて監査を実施しました。 

　監査の結果は、おおむね適正に処理されている

と認めましたが、一部備品の購入が遅れているも

のが見られ「備品の購入については出来る限り早

い時期での予算執行をされたい。」などの意見が

でました。 

　詳細な結果報告は、役場本庁掲示板に告示して

あります。 

　指定管理者とは地方自治法の一部を改正する法律の施行により、公の施設を住民

ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の能力を活用

し、サービスの向上を図り経費の削減を図ることを目的とします。 

　南大隅町では、下記の施設について指定管理者の募集をいたします。指定期間、

応募期間、業務内容等は次のとおりです。詳細については、施設ごとに異なります

ので、担当課までお問い合わせください。 

定例監査を実施 法務局サンデー相談のご案内 

指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い
て
 

■日　時　平成18年1月15日（日） 

　　　　　午前10時～午後4時まで 

■場　所　鹿屋市中央公民館 

■相談の内容 

　◆登記　土地・建物の売買や相続など 

　◆戸籍・国籍　出生・婚姻・養子縁組など 

　　その他、供託・人権・公正証書などについてです。 

■相談員　法務局職員・人権擁護委員など 

※相談は無料で秘密は固く守られます。 

■問合わせ先　 

　鹿児島地方法務局鹿屋支局総務課 

　　　0994－43－6 7 9 0（内線41） 

　　　　　　　　　　　　※お気軽にご相談下さい。 

◆ 公募施設 

　●南大隅町ねじめ温泉・ネッピー館 

　●南大隅町大浜海浜公園 

◆ 質問受付期限　平成18年１月27日(金） 

◆ 応募期間 

　●平成18年２月３日（金）～平成18年２月13日（月） 

◆ 指定期間(案） 

　●開始日から５年間 

◆ 応募資格　団体であること(法人格の有無は問いません） 

◆ 応募書類等 

　■申請書、計画書、収支予算等　■詳細は所管課にお問い合わせください。 

　　※公募要綱は所管課及び南大隅町ホームページからのダウンロードで 
　　　できます。 

◆ 応募・問合わせ先 

　所管課　　南大隅町商工観光課　電話0994-24-3111　FAX 0994-24-3119 

　南大隅町ホームページ 

　http://www.town.minamiosumi.lg.jp/

※応募書類配付 

※応募書類の様式で受付けます。 

平成18年１月11日～２月13日 



月1 月2
日時 行　事　名 場　所 曜

日 日時 行　事　名 場　所 曜
日 

編集後記 ……………… ……………… 

みなみのこよみ 

URL:http://www.town.minamiosumi.lg.jp

■編集・発行　鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北226番地　 TEL 0994-24-3111 
　　　　　　　南大隅町役場企画課　　　　 　　　　　　　　FAX 0994-24-3119
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13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7

　新年あけましておめでとうございます。 
　また、昨年中は、取材等で町民皆様には、大変お世
話になりました。 
　さて、今年はスポーツ界でもトリノオリンピックや
サッカーのワールドカップなど見所たくさんのイベン
トが予定されています。 
　また、南大隅町でも今月22日は、伊座敷から町民グ
ランドまでの南国路を舞台に、駅伝大会が催されま
す。毎年、今年こそは、何かスポーツに挑戦しようと
意気込むものの、3日いや1日坊主で終わってしまう意
志の弱い私ですが…。何か楽しめるものを続けていけ
ればと考える次第です。 
　今年も取材等でお世話になることがあるかと思いま
すが、よろしくお願いします。 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

広報編集者 

心配ごと相談（9:00～） 
行政相談（9:00～） 
複合健診結果報告会 

根占福祉センター 
中央公民館和室 
日程表参照 

心配ごと相談（9:00～） 
3才児健診（13:00～） 

手話教室（19:00～） 
健康相談（9:30～） 
健康体操教室（13:30～） 

佐多開発センター 
根占保健センター 

複合健診結果報告会 日程表参照 

日程表参照 

佐多開発センター 
根占保健センター 
佐多保健センター 
佐多支所1階会議室 

根占福祉センター 
根占保健センター 
根占保健センター 

心配ごと相談（9:00～） 
健康相談（9:30～） 
健康体操教室（13:30～） 

手話教室（19:00～） 
精神障害者社会復帰学級（1０:００～） 
 

根占福祉センター 
根占保健センター 
根占保健センター 

根占福祉センター 
錦江町 

BCG予防接種（1６:00～） 
レントゲン脱漏検診 

郡診療所 
日程表参照 

日程表参照 レントゲン脱漏検診 

高齢者学級（９：３０～） 
複合健診結果報告会 

中央公民館休養室 
日程表参照 

手話教室（19:00～） 
育児相談（9:30～） 
風疹予防接種（10:00～） 
精神障害者社会復帰学級（10:00～） 

根占福祉センター 
佐多保健センター 
郡診療所 
根占保健センター 

石蔵市 
BCG予防接種（１３:３０～） 

さたでい倶楽部 
根占保健センター 

機能訓練（１４:００～）　 
風疹予防接種（１６:００～） 
複合健診結果報告会 

佐多保健センター　 
郡診療所 
日程表参照 

石蔵市 
機能訓練（１４:００～） 
風疹予防接種（1６：00～） 

さたでい倶楽部 
佐多保健センター 
郡診療所 

南端まちづくり会（7:30～） 
複合健診結果報告会 

根占港周辺 
日程表参照 

心配ごと相談（9:00～） 
７～８ヶ月児健診（１３:００～） 
健康体操教室（１０:００～） 
行政相談 

郡診療所 
日程表参照 

風疹予防接種（１６:００～） 
複合健診結果報告会 

島泊体育館 
日程表参照 

転倒予防教室（１３:００～） 
複合健診結果報告会 

要予約 
日程表参照 

幼児食教室（支援センター主催） 
複合健診結果報告会 

第１回南大隅町駅伝大会（10：30スタート） 
伊座敷～町民グラウンド 
複合健診結果報告会 

文化財防火デー消火訓練（16：00～） 
手話教室（19:00～） 
心の教育推進校研究公開（14：00～） 
風疹予防接種（1６：00～） 
複合健診結果報告会 

諏訪神社 
根占福祉センター 
辺塚小学校 
郡診療所 
日程表参照 

町生涯学習推進大会（9：00～） 中央公民館 

　「指宿中継局」を受信している皆さん２月からNHKのチャンネルが
変わります！平成18年末から始まる「地上デジタル放送」の準備作業
で、「指宿テレビ中継局（魚見岳送信所）」を受信されている皆さんに
ついては、現在、民放４局のチャンネルを変更する工事が行われてい
ます。この作業は１月18日に終了する予定で、２月１日からはNHKの
総合テレビと教育テレビのチャンネルを新しいチャンネルに変更す
る工事が始まります。住宅、学校、福祉施設などは国の費用（給付金）
で対策を行いますから無料ですが、店舗やオフィス、ホテルなどの施
設は給付対象ではないので、自費で行っていただく必要があります。 
 
 
 
 
　NHKのチャンネルを変更する工事は、２月１日～３月20日までの
日程で行なわれます。皆さんのご都合に合わせて、テレビ受信対策員
の腕章とテレビ受信対策員証を携帯した係員が手続きと工事にお伺
いしますのでご協力をお願いします。 
　なお、お伺いした際に工事費を要求したり、後日請求書が送られて
くることは絶対にありませんのでご注意ください。もし、不審に思わ
れることがありましたら、下記にご連絡を頂くとともに、最寄の警
察・交番にも通報をお願いします。 

◆ 総務省からの重要なお知らせ ◆ 

　　　　　　　　　現在のチャンネル 　　　　新しいチャンネル 
NHK総合テレビ 　　　　　40 　　　　　　　　　　50 
NHK教育テレビ 　　　　　42 　　　　　　　　　　55

■ お問い合わせ 
　　宮崎・鹿児島地域受信対策センター　 
　　　　TEL  0120－550－142　FAX  0120－550－219　 

　　　　携帯・公衆電話から 099－206－8634（有料） 


